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論文内容の要旨
中国は世界で最大規模の人Uを擁する大国であると同時に長期にわたり，貧困と経済の立ち遅れ状況に
おかれてきた〈しかし過去19{1::聞の改革により，経済の高度成長と民衆の牛活水準の向上がもたされ，貧
困問題が急速に解消されつつあるυ この中出の歴史に額をみない劇的変化をもたらした要凶のーつは輸出
拡大によるものだったの本論は中閉経済成長の勢いを保つために，貿易の長期的動態的効果を求め，かつ
ての日本の経験を参考にし江がら，今後の中国の輸1:を安定的，持続的に発展させることを論じることに
する。
本論は 7草に分け.第 1草ーの「序論」では，貿易の役割の確認.改相以来の中岡の貿易発展の概観，さ
らに今後輸出伸長における問題点を明らかにしたあと，より安定的な輸出発展を図るための謀題を提1¥す
るの本論の長大目的は今後中国の輸出を発展させるための政策の提示である。そして第一課題はこの同的
を達成するための輸出戦略の選釈であるひ第一課題は.選釈された輸出戦略を推進するために一連の輸出
振興に則した政策をパッケージにして，実施するための.方策を検討することであるつ
第Z:章「求められる輸lf.I戦略」では，先進|吋に焦点、を絞り，輸出結合度を使い，成功した輸出市場を輸
出前線としてとらえ，商品・市j訪日IJ輸出前線を拡大してし、く輸出戦略を示した。
第3章「外岡為持制度の改革」では，これまでのqJ同の外岡為位制度の改革を既観した後.輸出促進の
制点から外凶為替制度の直也lする課題を探札最後に若干の展望を試みた。
第4草「財政・令融政策と輸出促進」では，愉出振興の観点に立ち，かつての日本の経験を参考に.輸
出に関、する徴税制度の改善，新たな税制制度の導入.中長期輸出金融整備，拡.充について論じたの
第5章「その他の輸出促進政策4 は，輸出発展に寄勺する貿易形態の改善，貿易体制の改革，輸出品検
査の強化，貿易にかかわる人材の育成について分析したの
第6章「外資導入と輸而拡大Jでは.中国の輸Iflにおける外用企業の地位及び外国企業受入地域の分布
を考察した後，労働集約明外向山接投資を内陸地誘致することによって，今後の中国の輸出発展につなが
ると主保した。
第 7 主主「結語」において.まず i-J*~!命 J で提起した第一課題に対し，次のように検討した〈
輸出戦略としては，二ュージーランド・オーストラリア，日みに対し.SITC5類と7類の製品に重点を置
いて.輸出前線の拡大をはかる。米国に対し.SITC6&8類を中心にしながら.将来SITC7類への移行を狙うヘ
カナタ¥ヨー口ッパに対して.SI1C6&8類の製品の輸出拡大に力を入れるc
次に，この輸1¥戦略を推進するには，一連の政策が必要となるため. rj-f論Jで提起した第二謀題につ
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いて.以下のように考察したの
1.外国為替制度の改革により.)じ高傾向に歯止めをかけ，輸出発展に良い環境をつくるの
2，輸出付加価値税還付卒の引き上げ. r海外市場開拓準備金制度」など新しい輸出振拠税制jの導入.
輸出入銀行の新たな資金源開拓による中長期輸1:金融制度の鉱充を通じ財政・金融両面から輸出拡大を
支援する。
3.貿易形態の改善.貿易体制の改革，輸出品検査の強化，貿易にかかわる人材の育成の面ーから輸出発
展をパックアップするョ
4. さらに外国企業を受け入れている地域の分;命のかたよりの是正により，外国直接投資の内陸地への
誘致を通じ，今後中国の輸出のさらなる発展が期待される。
最後に，上述の第一，一課題の解決によって，今後の中国の安定的かっ持続的な輸出発展が期待される
であろうと結論づけた。
論文審査の結果の要旨
本論文の課題は.中国からの商品輸出促進のための戦略を検討し政策を提示することであるc 中国は
対外開放以降めざましい経済発展を遂げたが.その動因は輸出の拡大にあるじ成長の構造に変化がないと
すると.今後も輸出の伸長を図らなければならない。輸出戦略あるいは輸出促進政策は多岐にわたりその
性格も多様であるが，本論文では流通過程に視野を絞り.輸出商品の選択，輸出価格(為帯棺場).貿易
令融，輸出令融.輸出促進税制を検討し政論提言を行う。輸出戦略の研究は輸出すべき商品の側面に焦
点が当てられることが多いが，本論交はそれにとどまらず，商品輸出を支援する金融面(為替相場・輸出
金融〉にまで視野を広げていることが大きな特徴となっている。
本論文はまず貿易と経済成長との関連の検証から始まるの統計からは.工業製品の輸出増加が大きいほ
ど輸出総額の増加が大きく.輸出総額の増加が大きいほど経済成長も早いという傾向が認められる。した
がっで輸出増加ことにT業製品輸出の増加が政策目標となることが確認される。
第2章は本論文の中心部分であり，輸出促進政策を検討するc 輸出促進戦略の基本は「何をJ "どこへ」
輸出するかである。国際競争力が強くあるいは将来強くなると予恕され，しかもそれへの世界の謡史が拡
大する商品を選択することが主要課題である。本論文第2章は|輸出結合度Jという概念を用いて，この
選択を行っている。輸出結合度は出際競争力の指標であり，本論文ではSITCを用いて.商品別と，地域別
とを計測している。輸出戦略を考える場合に重要なのはその変化の方向であるの中国の尚品別輸出結合度
は一次産品で低下し.ー丁業製品ことに衣類で顕著な上昇を不している。さらに本章は，輸出の相手は地域
・国であるから，輸出戦略を具体化させるために.地域・同別の詳細な輸出結合度の計測を試みているO
ここから先進国に対しては衣類のような労働集約的な製品の輸出を主力としながら，周辺国に対しては世
界の需要が急増する機械・機器の輸出仰長策を探るべきと政策提三している。本草-の中心部分は.これら
の政策提言それ自体というよりむしろその提言を導くにいたった計測の過程，ことに変化の方向の特定で
ある=ここに本論文の学問的な貢献があり，研究業績として高く評価することができる。
第3王者は戦後の中国の外国為醤制度の歴史的な変還を叙述している 3 たび常なる制度変更や規制の経済
的背景，その変更が新たにl百両するにいたった岡難，外国為替市場の拡大の終過.また為瞥相場の変動と
総出の伸長との関連といった諸問題を簡潔に要約し.問題点を指崎し改苫策を提示している〉そして最
近の元高傾向については.市場安l却ではなくて，外貨留保制肢の!琵止という制度的要肉を指摘しこのよ
うな管理色の強い制度は早急に改められるべきと主似しているコ第 2掌が貨幣を捨象した次元で・の分析で
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あったに対して，第3章は貨幣のある世界での考察であるのただし第2章の分析の上に貨幣を導入したも
のではなく，ことなる角度からの分析となっているo
第4章と第 5章は，円本の戦後の経験を参考に.中国の採るべき輸出振興税制，輸出金融の整備，輸出
r-続の改善，輸出にたずさわる人材の育成などについて考察し改善策を提言している。ただ戦後の日本
と現代の中間という時代の違い，貿易環境の変化について認識が幾分不十分なように思われるの
第6辛ーでは対中直接投資について検討している。近年の貿易が企業内貿易として行われていることを考
えると， qlロJをJ IどこへJ輸出するかを考察した 2章と関連付けて.より深く分析される必要があろう。
以上述べたように，本論文は中国が直面している問題を分析し解決策を提言したものである。提言を
議礎づける分析を高く評価することができ.残された問題の今後の研究への期待とともに，審査委員会は
博士(商ー学)の授勺に~i{(すると判断した。
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